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今
年
度
募
集
の
第
4
期
生

は
、
現
在
15
名
が
入
塾
予
定

で
す
。
農
業
塾
の
受
入
農
家
の

紹
介
や
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
は
、
「
富
田
林
市
き

ら
め
き
農
業
塾
」HP

に
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。F

ac
e
book

ペ
ー
ジ
で
も
、
日
々
の
活
動
を

ア
ッ 

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。 

 

☎
お
問
い
合
わ
せ
先 

 
 
 
 
 
 

農
業
創
造
課 

 

整
備
な
ど
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
目
指
す
べ
き
地
域
農

業
の
方
針
を
定
め
ま
す
。 

〇
目
標
地
図 

 

農
業
を
担
う
者
ご
と
に
利

用
す
る
農
地
を
示
し
た
10
年

後
に
目
指
す
べ
き
農
地
利
用

の
姿
に
な
り
ま
す
。
農
地
ご
と

に
将
来
の
耕
作
者
（
受
け
手
）

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
印
す
も
の

で
、
地
図
に
位
置
付
け
ら
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
利
用
権
設
定

が
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

本
市
で
は
、
令
和
6
年
7

月
以
降
、
各
地
域
に
お
い
て
随

時
話
し
合
い
の
場
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
話
し
合
い
を
す
る

の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
合

っ
た
地
域
農
業
の
方
向
性
を

明
確
に
し
、
参
加
者
の
意
見
も

具
体
的
に
示
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

ま
た
、
地
域
の
合
意
形
成
を

得
る
場
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、 

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
活
気
あ
る
話
合
い
を
実

現
し
、
地
域
計
画
を
完
成
さ
せ

ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

 

                                

                         
 
 
 

 

       

                                

                                

                                

 

冬
春
な
す
、
夏
秋
き
ゅ
う
り

に
つ
い
て
大
阪
一
の
産
地
で

あ
る
富
田
林
市
に
お
い
て
、

「
富
田
林
市
の
農
業
を
創
造

す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
立
ち

上
げ
た
「
富
田
林
市
き
ら
め
き

農
業
塾
」
で
は
、
現
在
、
第
3

期
14
名(

累
計
55
名)

の
受
講

生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
約
半
数

が
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

大
阪
市
や
堺
市
な
ど
近
隣
市

か
ら
通
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
代

も
幅
広
く
、
ご
職
業
も
多
様
で

す
。 こ

の
塾
で
は
、
お
一
人
ず
つ

個
人
区
画
を
提
供
し
、
毎
週
土

曜
日
の
「
基
礎
研
修
」
で
植
付

け
、
雑
草
管
理
、
収
穫
ま
で
を

体
験
し
な
が
ら
、
栽
培
方
法
・

管
理
技
術
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
毎
月
1
回
程
度
の
座

学
や
販
売
体
験
（
金
剛
軽
ト
ラ

マ
ル
シ
ェ
）
に
も
任
意
参
加
で

き
る
ほ
か
、「
農
家
研
修
」
で 

は
24
名
の
受
入
農
園
の
圃
場 

 

富
田
林
市
き
ら
め
き 

農
業
塾
に
つ
い
て 

 

で
リ
ア
ル
な
作
業
を
体
験
す

る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。
農

家
が
運
営
す
る
塾
だ
か
ら
こ

そ
、
「
農
業
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
」
を
経
験
す
る
機
会
が
豊
富

に
あ
り
ま
す
。 

   

〇
話
し
合
い
の
場
の
設
置 

 

地
域
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
重
要
と
な
る
の
が
、
地
域

の
話
し
合
い
で
す
。
話
し
合
い

を
行
う
こ
と
で
、
地
域
農
業
の

将
来
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
意
見
を
出
し
合
い
、

こ
れ
ら
の
方
針
や
取
組
み
を

地
域
一
体
と
な
っ
て
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

〇
地
域
計
画 

 

話
し
合
い
に
よ
り
策
定
さ

れ
る
地
域
の
将
来
の
農
地
利

用
を
明
確
化
し
た
設
計
図
で

す
。
概
ね
10
年
後
を
見
据
え
、

農
地
の
集
積
・
集
約
、
高
収
益

作
物
へ
の
転
換
、
農
地
の
基
盤 

 

市
内 

基
礎
研
修
圃
場 

地
域
農
業
を
守
ろ
う 

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ

り
農
業
者
の
減
少
や
耕
作
放

棄
地
が
拡
大
し
、
地
域
農
業
が

守
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
の
皆

さ
ん
が
守
り
、
耕
作
し
て
き
た

農
地
を
、
子
や
孫
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
で
地
域
農
業
の

将
来
を
話
し
合
う
大
事
な
時

で
す
。
こ
の
地
域
で
の
取
組
み

を
後
押
し
す
る
た
め
、
令
和
5

年
4
月
1
日
に
法
律（
改
正
さ

れ
た
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
）
が
施
行
さ
れ
、
令
和
7

年
3
月
31
日
ま
で
に
地
域
計 

画
を
策
定
す
る
こ
と
が
法
定

化
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
区
域

は
、
原
則
、
市
街
化
調
整
区
域

内
に
あ
る
農
地
と
な
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
市
内
14
地

区
に
分
け
て
地
域
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

地
域
計
画
策
定
に 

向

け

て 
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う
い
わ
ゆ
る
「
所
有
者
不
明
農

地
」
と
な
り
、
耕
作
放
棄
地
に

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。 

な
お
、
正
当
な
理
由
が
な 

く
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な

け
れ
ば
10
万
円
以
下
の
過
料

が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

                                

                                

                                

                         

 

                                

相
続
等
で
農
地
法
の
許
可

を
受
け
ず
に
農
地
の
権
利
を

取
得
し
た
場
合
は
、
農
地
の
あ

る
市
長
村
の
農
業
委
員
会
へ

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
登

記
完
了
後
は
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
農
地
の
あ
る
農
業
員

会
事
務
局
へ
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
6
年
4
月
1

日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
相
続

（
令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り

以
前
に
発
生
し
た
も
の
も
含

む
）
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得

し
た
相
続
人
は
、
取
得
を
知
っ

た
日
か
ら
3
年
以
内(

施
行
日

前
の
相
続
等
は
施
行
日
か
ら

3
年
以
内)

に
相
続
登
記
の
申

請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
の
所

有
者
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
長

期
間
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

相
続
人
が
多
数
と
な
り
、
権
利

関
係
が
複
雑
化
し
、
誰
の
農
地

か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま 

 

全国農業新聞 

見やすく！分かりやすく！充実した 

農 業 ・ 農 村 の 情 報 を 届 け ま す 

🔷発行日／毎週金曜日 

🔷購読料／月額 700円（税・送料込） 

🔷申込先／農業委員会事務局 

日本農業新聞 

儲 か る 、 役 立 つ 、 面 白 い ！ 

実利実益につながる情報を届けます 

🔷発行日／毎日発行（新聞休刊日を除く） 

🔷購読料／月額 2,623円（税込） 

🔷申込先／日本農業新聞（0120-101630） 

少
子
高
齢
化
時
代
に
強
く

安
定
し
た
年
金
で
農
業
者
の

方
な
ら
広
く
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

◇
複
数
資
産
へ
の
分
散
投
資

で
安
全
性
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
加
入
者
が
支
払
っ
た
保
険

料
な
ど
の
資
産
運
用
は
、
農
業

者
年
金
基
金
が
一
元
的
に
行

っ
て
お
り
国
内
債
券
を
中
心

に
複
数
の
資
産
へ
の
分
散
投

資
を
行
う
な
ど
、
安
全
か
つ
効

率
的
な
運
用
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

◇
資
産
運
用
が
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス 

          

農

業

者

年

金 
を
ご
存
じ
で
す
か 

80
歳
到
達
月
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者

老
齢
年
金
の
現
在
価
値
に
相

当
す
る
額
が
「
死
亡
一
時
金
」

と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま

す
。 

◇
受
け
取
る
年
金
も
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
、
農

業
者
年
金
と
し
て
受
け
取
っ

た
年
金
は
、
税
制
上
、
公
的
年

金
控
除
の
対
象
と
な
り
、
65
歳

以
上
の
方
で
あ
れ
ば
公
的
年

金
合
計
額
が
110
万
円
未
満
（
公

的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
に
係
る
合
計
所
得
金

額
が
1
千
万
以
下
の
場
合
）
ま

で
は
全
額
控
除
と
な
り
ま
す
。 

 

☎
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

農
業
者
年
金
基
金
専
門
相
談
員

(

０
３
―
３
５
０
２
―
３
１
９
９) 

 

ま
た
は 

 

農
業
者
年
金
基
金
企
画
調
整
室 

(

０
３
―
３
５
０
２
―
３
９
４
２) 

                  

相
続
に
よ
り
農
地
を

取
得
し
た
ら
届
出
を 

分
を
補
う
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。
65
歳
以
上
の
年
金
裁
定
の

と
き
に
、
付
利
累
計
額
が
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
、
自
分
の
年
金

資
源
が
支
払
っ
た
保
険
料
の
合

計
額
を
下
回
る
よ
う
な
こ
と
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
マ
イ
ナ
ス

分
を
補
う
危
険
準
備
金
（
付
利

準
備
金
）
の
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
付
利
準
備
金
は
一
定

以
上
の
運
用
益
か
ら
そ
の
一
部

を
少
し
ず
つ
積
み
立
て
て
お

き
、
マ
イ
ナ
ス
運
用
の
リ
ス
ク

に
備
え
る
も
の
で
す
。 

◇
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
る
節

税
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
そ

の
年
に
支
払
っ
た
保
険
料
の
全

額
（
ひ
と
り
あ
た
り
最
大
80
万

4
千
円
）
が
所
得
税
・
住
民

税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
控
除 

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
農
業
者

年
金
の
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
、
所
得
か
ら
全

額
控
除
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
分
課
税
対
象
所
得
が
下
が

り
、
納
め
る
税
金
が
安
く
な
り

ま
す
。 

◇
原
則
65
歳
か
ら
生
き
て
い

る
限
り
受
給
で
き
る
年
金
で
、

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た

場
合
は
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら 
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①
賃
借
料
水
準
の
算
出

に
あ
た
っ
て
は
、
賃
貸
借

に
お
け
る
賃
貸
借
デ
ー

タ
の
み
を
収
集
の
対
象

と
し
て
お
り
、
使
用
貸
借

（
無
料
）
の
デ
ー
タ
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
標
準
的
な
賃
借

料
を
算
出
す
る
た
め
、
全

デ
ー
タ
の
平
均
の
３
倍

を
超
え
る
も
の
は
特
殊

事
情
に
よ
る
も
の
と
し

て
除
い
て
い
ま
す
。 

②
金
額
は
、
算
出
結
果
を

四
捨
五
入
し
、
100
円
単
位

と
し
て
い
ま
す
。 

③
こ
の
賃
借
料
の
水
準

は
、
賃
借
料
の
動
向
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

実
際
の
契
約
は
、
土
地
の

広
さ
・
形
状
・
水
利
等
の

条
件
を
勘
案
し
、
当
事
者

間
で
賃
借
料
を
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。 

④
賃
借
料
を
物
納
（
水

稲
）
し
て
い
る
場
合
は
、

玄
米
30
㎏
当
た
り
７
，
０

０
０
円
に
換
算
し
て
い

ま
す
。 

農

地
の

肥
培

管
理 
農
地
を
農
地
以
外
の

用
途
に
変
更
す
る 

場
合
は
手
続
き
を 

農
地
を
住
宅
敷
地
や
駐
車

場
用
地
等
に
転
用
す
る
場
合

は
、
農
地
法
の
許
可
ま
た
は
届

出
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
で

の
転
用
を
行
う
場
合
、
農
地
法

の
許
可
に
加
え
て
、
関
連
法
令

の
許
可
等
も
必
要
で
す
。
市
街

化
調
整
区
域
内
で
転
用
を
お

考
え
の
方
は
、
期
間
に
余
裕
を

も
っ
て
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
農
用
地
区
域
内
の
農

地
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

転
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

           

 

農
地
法
第
2
条
の
2
で
は
、

「
農
地
に
つ
い
て
所
有
権
又
は

賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
及
び
収

益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す

る
者
は
、
当
該
農
地
の
農
業
上

の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を

確
保
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
農
地
の
権
利
を

有
す
る
者
の
責
務
規
定
が
あ
り

ま
す
。 

 

農
地
は
一
度
耕
作
を
や
め
て

数
年
経
て
ば
、
原
形
が
分
か
ら

な
い
ほ
ど
に
荒
れ
て
し
ま
い
、

元
の
状
態
に
戻
す
の
に
大
き
な

労
力
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
遊
休
農
地
（
耕
作
放

棄
地
）
は
、
病
害
虫
や
火
災
の

発
生
、
犯
罪
等
の
誘
発
の
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
除
草
等
が
困
難
な
場
合
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
有
料
で
除
草
等
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

☎
０
７
２
１
‐
３
３
‐
４
５
６
７ 

違 

反 

転 

用

違
反
転
用
者
に
は
3
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
300
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。 

富 田 林 市 農 地 賃 借 料 情 報 
令和５年４月から令和６年３月までに締結（公告）された賃貸借における 

賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりとなっています。 

【田の部】 

平均額 最高額 最低額 データ数 備考(使用貸借) 

21,800 円 67,200 円 9,100 円 ５５筆 ８０筆 

 

【畑の部】 

平均額 最高額 最低額 データ数 備考(使用貸借) 

20,500 円 49,500 円 6,700 円 １２筆 ４筆 

 


